
2024年度 第 1回マージン検討会 議事録 

 

1.日 時：2025 年 2月 12日 14:30～15：00 

2.場 所：Web開催 

3.出席者 

新谷 宏治 北海道電力ネットワーク（株）工務部広域システムグループリーダー 

佐藤 匡美 東北電力ネットワーク（株）電力システム部給電グループ課長 

中村 義和 東京電力パワーグリッド（株）系統運用部系統運用計画グループマネージャー

小栗 利晃 中部電力パワーグリッド（株）系統運用部給電計画グループ課長 

清水 康広 北陸電力送配電（株）電力流通部系統運用・保護チーム統括課長 

高間 康弘 関西電力送配電（株）系統運用部給電制度グループチーフマネジャー 

吉田 貴之 関西電力送配電（株）系統運用部系統技術グループチーフマネジャー 

首藤 隆徳 中国電力ネットワーク（株）系統運用部系統技術グループマネージャー 

大西 健介 四国電力送配電（株）系統運用部給電グループリーダー 

江口 貴之 九州電力送配電（株）系統技術本部電力品質グループ長 

4.議 事 

（1）長期・年間マージン算出の考え方について 

（2）マージンの設定の考え方及び確保理由について 

（3）2025・2026年度の年間マージン（案）について 

（4）2027～2034年度の長期マージン（案）について 

（5）連系線の運用にかかわる平日・休日カレンダーについて 

5.配布資料 

資料 1：長期・年間マージン算出の考え方について 

資料 2：マージンの設定の考え方及び確保理由 

資料 3：2025・2026年度の年間マージン（案） 

資料 4：2027～2034年度の長期マージン（案） 

資料 5：2025・2026年度連系線の運用に関わる平日・休日カレンダー 

 



6.議事録［◎一送、〇広域］ 

（1）長期・年間マージン算出の考え方について 

事務局より資料 1に基づき説明した。 

◎シート 6の「直近１年間のマージン設定実績および系統利用へ与える影響の確認結果まとめ」

について、東北東京間連系線（順方向）と記載してあるが（逆方向）もあるのではないか。 

〇認識のとおり。その旨、公表資料にて修正する。 

◎シート 29 の「全国の概念図（マージン合計値）（案）」について、数値は 2023 年度策定の 2024

年度の値と記載してあるが、この値で公表するのか。 

〇あくまで長期・年間マージン算出するための考え方についての資料であり、本シートはイメ

ージ図の位置づけとなる。 

〇紛らわしい表現であるため、分かりやすいよう明記する。 

例：（記載例）数値は 2023年度策定の 2024年度 平日を例として記載 等 

◎シート 29 に限らずシート 12 以降についてのマージン設定値は、長期・年間マージンを設定

するための記載イメージの認識でよいか。 

〇認識のとおり。 

 

（2）マージンの設定の考え方及び確保理由について 

事務局より資料 2に基づき説明した。 

特段の質問・意見なし。 

（3）2025・2026年度の年間マージン（案） 

事務局より資料 3に基づき説明した。 

特段の質問・意見なし。 

（4）2027～2034年度の長期マージン（案）について 

事務局より資料 4に基づき説明した。 

特段の質問・意見なし。 

（5）連系線の運用にかかわる平日・休日カレンダーについて 

事務局より資料 5に基づき説明した。 

特段の質問・意見なし。 

 

これらの資料について、２０２５年３月１日公表に向け、広域機関にて手続きを進める。 

 

 以 上 

 


